
県

額

青
森
県

八
〇
億
円

岩
手
県

四
二
〇
億
円

宮
城
県

六
六
〇
億
円

福
島
県

五
七
〇
億
円

茨
城
県

一
四
〇
億
円

栃
木
県

四
〇
億
円

千
葉
県

三
〇
億
円

新
潟
県

一
〇
億
円

長
野
県

一
〇
億
円

項

目

額

り
災
世
帯
数

四
一
、
六
〇
〇
円

死
者
及
び
行
方
不
明
者
の
数

八
七
五
、
〇
〇
〇
円

障
害
者
の
数

四
三
七
、
五
〇
〇
円

農
作
物
被
害
面
積
（
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

三
、
一
〇
〇
円

（
た
だ
し
、
農
作
物
作
付
面
積
に
対
す

る
被
害
面
積
の
割
合
が
三
〇
パ
ー
セ
ン

ト
を
超
え
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
五
、

二
〇
〇
円
）

平成™š年˜™月 日 金曜日 (号外第™��号)官 報

二

東
日
本
大
震
災
の
た
め
当
該
道
府
県
の
区
域
内
に
お
い
て
国
の
負
担
金
又
は
補
助
金
を
受
け
て
施
行
す
る
災
害

復
旧
事
業
（
森
林
災
害
復
旧
事
業
を
除
く
。）及
び
国
が
施
行
す
る
災
害
復
旧
事
業
並
び
に
国
の
補
助
金
を
受
け
て

施
行
す
る
災
害
対
策
事
業
に
要
す
る
経
費
の
合
算
額
に
〇
・
〇
一
五
を
乗
じ
て
得
た
額
か
ら
地
方
団
体
に
対
し
て

交
付
す
べ
き
平
成
二
十
三
年
度
分
の
特
別
交
付
税
の
額
の
決
定
時
期
及
び
決
定
額
並
び
に
交
付
時
期
及
び
交
付
額

の
特
例
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
三
年
総
務
省
令
第
百
三
十
号
。
以
下
「
第
二
回
特
例
省
令
」
と
い
う
。）第
一

条
第
一
号
イ
の
規
定
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
を
控
除
し
た
額
（
当
該
額
が
負
数
と
な
る
と
き
は
、
零
と
す
る
。）

三

東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て
、
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
項
目
ご
と
の
数
値
に
そ
れ
ぞ
れ

下
欄
に
掲
げ
る
額
を
乗
じ
て
得
た
額
の
合
算
額
か
ら
、
地
方
団
体
に
対
し
て
交
付
す
べ
き
平
成
二
十
三
年
度
分
の

特
別
交
付
税
の
額
の
決
定
時
期
及
び
決
定
額
並
び
に
交
付
時
期
及
び
交
付
額
の
特
例
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十

三
年
総
務
省
令
第
三
十
七
号
。
以
下
「
第
一
回
特
例
省
令
」
と
い
う
。）第
一
条
第
一
号
イ
及
び
第
二
回
特
例
省
令

第
一
条
第
一
号
ロ
の
規
定
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
の
合
算
額
を
控
除
し
た
額
（
当
該
額
が
負
数
と
な
る
と
き
は
、

零
と
す
る
。）

四

東
日
本
大
震
災
に
係
る
災
害
復
旧
等
に
従
事
さ
せ
る
た
め
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
十
七
の
規
定
に
よ

り
職
員
の
派
遣
を
受
け
た
特
定
県
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
三
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
に
当
該
受
入
れ
に
要
し
た
経

費
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額
か
ら
第
二
回
特
例
省
令
第
一
条
第
一
号
ハ
の
規
定
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
を

控
除
し
た
額
（
当
該
額
が
負
数
と
な
る
と
き
は
、
零
と
す
る
。）

五

東
日
本
大
震
災
に
係
る
災
害
復
旧
等
に
従
事
さ
せ
る
た
め
職
員
（
非
常
勤
職
員
を
除
く
。）を
採
用
し
た
特
定
県

に
つ
い
て
、
平
成
二
十
三
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
に
当
該
職
員
に
要
し
た
経
費
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額

六

平
成
二
十
三
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
に
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
域
の
応
援
等
に
要
し
た
経
費
の
う
ち
特
別
交

付
税
の
算
定
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額
（
特
定
県
以
外
の
道
府
県
に
あ
つ
て
は
当

該
額
に
〇
・
八
を
乗
じ
て
得
た
額
）
か
ら
第
一
回
特
例
省
令
第
一
条
第
一
号
ハ
及
び
第
二
回
特
例
省
令
第
一
条
第

一
号
ニ
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
の
合
算
額
を
控
除
し
た
額
（
当
該
額
が
負
数
と
な
る
と
き
は
、
零
と
す
る
。）

七

平
成
二
十
三
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
に
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
の
受
入
れ
等
の
支
援
に
要
し
た
経
費
の
う
ち

特
別
交
付
税
の
算
定
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額
（
特
定
県
以
外
の
道
府
県
に
あ
つ

て
は
当
該
額
に
〇
・
八
を
乗
じ
て
得
た
額
）

八

平
成
二
十
三
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
に
決
定
又
は
支
給
し
た
東
日
本
大
震
災
に
係
る
消
防
賞
じ
ゆ
つ
金
及
び
報

償
金
の
額
又
は
消
防
表
彰
規
程
（
昭
和
三
十
七
年
消
防
庁
告
示
第
一
号
）
に
基
づ
き
同
日
ま
で
に
消
防
庁
長
官
が

決
定
又
は
支
給
し
た
東
日
本
大
震
災
に
係
る
消
防
賞
じ
ゆ
つ
金
及
び
報
償
金
の
額
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
少
な
い
額

九

平
成
二
十
三
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
に
決
定
又
は
支
給
し
た
東
日
本
大
震
災
に
係
る
警
察
職
員
に
対
す
る
賞
じ

ゆ
つ
金
の
額
又
は
警
察
表
彰
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
十
四
号
）
に
基
づ
き
同
日
ま
で
に

警
察
庁
長
官
が
決
定
又
は
支
給
し
た
東
日
本
大
震
災
に
係
る
賞
じ
ゆ
つ
金
の
額
に
二
を
乗
じ
て
得
た
額
の
う
ち
、

い
ず
れ
か
少
な
い
額

十

平
成
二
十
三
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
に
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
第

六
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
く
非
常
勤
職
員
に
対
す
る
公
務
災
害
補
償
に
要
し
た
経
費
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し

た
額

十
一

平
成
二
十
三
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
運
行
さ
れ
る
小
学
校
、
中
学
校
又

は
高
等
学
校
等
の
児
童
又
は
生
徒
等
の
通
学
の
用
に
供
す
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
に
要
し
た
経
費
の
う
ち
特
別
交
付

税
の
算
定
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額
（
特
定
県
以
外
の
道
府
県
に
あ
つ
て
は
当
該

額
に
〇
・
八
を
乗
じ
て
得
た
額
）

十
二

平
成
二
十
三
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
に
執
行
さ
れ
、
又
は
告
示
さ
れ
た
道
府
県
の
知
事
又
は
議
会
の
議
員
の

選
挙
に
つ
い
て
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
特
定
県
に
お
い
て
生
じ
た
経
費
の
う
ち
特
別
交
付
税
の
算
定
の

基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額

十
三

平
成
二
十
三
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
文
化
財
保
護
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
文
化
財
及
び
同
法
第

百
八
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
文
化
財
の
災
害
復
旧
に
要
し
た
経
費
の
う
ち
特
別
交
付

税
の
算
定
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額
に
〇
・
八
を
乗
じ
て
得
た
額

十
四

平
成
二
十
三
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
に
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
水
産
業
の
振
興
対
策
に
要
し

た
経
費
の
う
ち
特
別
交
付
税
の
算
定
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額
に
〇
・
八
を
乗
じ

て
得
た
額

十
五

平
成
二
十
三
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
に
原
子
力
発
電
所
の
事
故
（
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
よ
り
当
該
原
子
力
発
電
所
か

ら
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
り
汚
染
さ
れ
た
土
壌
等
の
除
染
に
要
し
た
経
費
の
う
ち
特
別
交
付
税
の
算
定
の

基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額

十
六

平
成
二
十
三
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
に
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
伴
い
実
施
す
る
風
評
被
害
対
策
等
に
要
し

た
経
費
の
う
ち
特
別
交
付
税
の
算
定
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額

十
七

平
成
二
十
三
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
原
子
力
発
電
所
の
所
在
す
る
道
府
県
及
び
そ
の
周
辺
の
道
府
県
に

お
い
て
緊
急
に
実
施
す
る
原
子
力
災
害
に
関
す
る
防
災
の
た
め
の
施
策
に
要
し
た
経
費
の
う
ち
特
別
交
付
税
の
算

定
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額

十
八

平
成
二
十
三
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
東
日
本

大
震
災
復
興
基
本
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第
二
条
に
定
め
る
基
本
理
念
に
基
づ
き
実
施
す
る
施

策
の
う
ち
全
国
的
に
、
か
つ
、
緊
急
に
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
防
災
の
た
め
の
施
策
に
要
し
た
経
費
の
う
ち

特
別
交
付
税
の
算
定
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額
に
〇
・
七
を
乗
じ
て
得
た
額
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